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世帯と人口( 2. 11. 1)
世 帯245, 420
人 口641, 905 人
男326, 327 人
女315, 578 人

RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

平成3 年
春

開 設

完成 間近!
特別 養 護老 人 ホ ー ム「さ の」( 仮称) 区

で
は
「
福
祉
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
現
在
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

建
般
を
進
め
て
い
ま
す
。『
さ
の
』
(仮
称
)
は
、
区
が
設
置
す
る
初
め
て
の
特

別
養
護
老
人
ホ
i
ム
。
痴
呆
(
ち
ほ
う
)
性
高
齢
者
専
用
介
護
棟
や
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
併
般
し
、平
成
3
年
舂
に
開
般
の
予
定
で
す
。管
理
、

運
営
は
、
社
会
福
祉
法
人
東
京
蒼
生
会
に
委
託
し
ま
す
。

痴
呆
性
高
齢
者
に
も
対
応

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
さ

の

」(仮
称
)
は
、地
上
3

階
(
一

部
4

淅
)
、地
下
I

階
、延
べ
床

面
積
5

千
劭
平
方

び
の
規
模

で

、
佐
野
二
丁
目
3
0
番
に
建
設

中

。
定
員
は
川
人

。
こ
の
う
ち
3

階
の
一
般
介
護
棟
に
5
0人
の

高
齢
者
が
入
所
で
き
ま
す

。

ま
た
、2

階
に
は

、
廊
下
に

も
床
暖
房
を
施
す
な
ど
、
痴
呆

性
高
齢
者
へ
の
き
め
こ
ま
か
な

配
慮
を
し
た
専
用
介
護
棟
を
設

置
し
ま
す

。
こ
ち
ら
の
定
員
も
5
0

人

。

入
所
者
I
人
あ
た
り
の
ス
ベ

ー
ス
も
ゆ
っ
た
り
と
作
ら
れ
た
　

「
さ
の

」
は
、
住
み
慣
れ
た
足

立
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と
願
う

高
齢
者
の
新
し
い
生
活
拠
点
と

な
り
ま
す

。

地
域
に
開
か
れ
た
施
設
に

「
さ
の

」に
は

、「
は
な
は
た
」

「
紫
磨
園
」
に
次
ぐ
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
I
陬

に
併
設
さ
れ
ま
す
。
在
宅
の
高

齢
者
を
対
象
に
行
う
、
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
や
機
能
訓
練
、
短
期
保

護
事
業
な
ど
に
加
え
、こ
の
「
さ

の
」
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
痴
呆
性
高
齢
者
も
対
象
に

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
短
・
中
期
保

護
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
で
の
介
護
の
相

談
、
介
護
教
室
も
実
施
し
、
幅

広
く
在
宅
で
介
護
に
あ
た
る
方

の
支
援
を
し
ま
す
。

地
域
と
の
交
流
も
積
極
的
に

図
り
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設

と
な
り
ま
す
。

入
所
を
ご
希
望
の
方
は

来
春
開
設
す
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
さ
の

」
へ
の
入
所

を
希
望
す
る
方
は

、
福
祉
事
務

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お

、「
さ
の

」
の
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
者

の
募
集
は

、3
年
4

月
に
行
い

ま
す

。

対
象

身
体
上
ま
た
は
精
神
上

著
し
い
障
害
が
あ
り
、
介
護

が
困
難
な
6
5
歳
以
上
の
方

申
込
期
限
1
2

月
2
5日

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
福
祉

事
務
所
(
・
‘
8
8
8
3
1
4
1
)
、

中
部
福
祉
事
務
所
(

昔
8
8
9
1
　
4
8
1
)

、東
部
福
祉
事
務
所

(
廿
6
0
5
7
1
0
5
)
、
西
部
福

祉
事
務
所
(

き
8
9
7
5
0
1
　
1
)

、
北
部
福
祉
事
務
所
(
・
‘

8
8
3
6
8
0
0
)

?
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
の
」(
仮
称
)

完
成
予
想
図

▲ 着 々と 建殴 が 進む 「さの 」

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
さ
の
」
(仮
称
)職
員
を
募
集

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
さ
の
」(
仮
称
)
の
管
理

・
運
営
を
行
う
社
会
福
祉

法
人
東
京
蒼
生
会
で
は

、

「
さ
の

」
で
働
く
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

。

募
集
職
種

看
護
婦
、
寮

毋
(
父
)
、
栄
養
士
、
調

理
員

、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士

勤
務
場
所

区
立
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
さ
の
」(
仮
称
)
、

佐
野
2
1
3
0
1
1
2

勤
務
開
始
3

年
4

月

申
込
方
法

写
真
を
添
付

し
た
履
歴
書
1

通
郵
送

申
込
期
限
1
2

月
2
0
日
必

着
申
込
・
問
合
せ
先
社
会
　

福
祉
法
人
東
京
蒼
生
会
　

「さ
の
」開
設
準
備
室
干
　

1
8
9
東
村
山
市
富
士
見
町
　

2
1
1
1
3
昔
(
0
　

4
9
`
3
)
9
6
0
7
9
8

平成2 年

秋
の
叙
勲
・
褒
章

1
2名
が
受
章

平
成
2
年
秋
の
叙
勲
者
お

よ
び
褒
章
者
が
発
表
さ
れ
、

区
関
係
で
は
1
2名
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
区
は
H
月
2
7

日
に
叙
勲
者
・
褒
章
者
を

招
き
、
祝
賀

会
を
開
催
し

永
年
の
功
労

に
対
し
感
謝

し
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
者
・
褒
章
者

は
次
の
と
お
り
で
す

。

(
敬
称
略
)

亜
叙
勲
者

▽
赤
森
伸
治

(
7
0歳
∵
・・
勲
三
等
瑞
宝
章

・
防
衛
功
労

▽
小
川
昌
保

(
7
0歳
)
・
:勲
四
等
瑞
宝
章

・
警
察
功
労

▽
片
岡
五
郎
(
7
9

歳
)
…
勲
五
等
双
光
旭

日
章
・
教
育
功
労

ワ
坪
田

康
(
7
0
歳
)
・・・
勲
五
等
双
光

旭
日
章
・
公
正
取
引
行
政
事

務
功
労

▽
永
島
安
三
(
7
1

歳
)
・・・
勲
五
等
双
光
旭
日
章

・
地
方
自
治
功
労

▽
佐
藤

利
濟
(
7
6
歳
)

…
勲
五
等
瑞

宝
章
・
児
童
福
祉
功
労

▽

町
田
正
(
7
7
歳
ご
・・
勲
五
等

瑞
宝
章
・
警
察
功
労

▽
数

山
百
合
子
(
7
1
歳
)
…
勲
六

等
宝
冠
章
・
調
停
委
員
功
労

▽
岩
立
正
夫
(
6
4
歳
)
・
=
勲

六
等
瑞
宝
章
・
消
防
功
労

▽
川
村
良
夫
(
6
3
歳
)
・・・
勲

六
等
瑞
宝
章
・

建
設
業
務
功
労

ワ

高

橋
鉄
衛

(
7
2歳
丁
:
勲

七
等
青
色
桐
葉

章
・
響
察
功
労

亜
褒
章
者

▽
春
田
英
二

(
6
5歳
)
・・・
藍
綬
褒
章
・
産

業
振
興
功
績

A
総
務
課
V

掲示板
亜
ひ
と
り
親
家
庭
に
私
立
高

等
学
校
等
入
学
金
を
貸
付

資
格

マ
都
内
に
6

ヵ
月
以

上
住
ん
で
い
る

▽
平
成

元
年
度
の
収
入
が
基
準
額

未
満

▽
他
の
公
的
機
関

か
ら
借
り
ら
れ
な
い
、
借

り
て
も
足
り
な
い

貸
付
金
額

最
高
3
2万
円

保
証
人

連
帯
保
証
人
―
人

返
還

入
学
し
た
学
校
を
卒

業
し
た
月
の
6

ヵ
月
後
か

ら
3
年
以
内
(
月
賦
・
半

年
賦
・
年
賦
、
無
利
子
)

借
り
入
れ
時
期

受
け
る
学

校
が
決
ま
っ
た
ら

申
込
・
問
合
せ
先

嬲
東
京

都
母
子
募
婦
福
祉
協
議
会

(
〒
囹
中
央
区
銀
座
4
1
　
3
1
7

銀
座
華
菱
ビ
ル
3
　

階
、
さ
5
6
7
7
2
3
7
)

1
2月
9
日
は

障
害者
の
日

1
9
7
5
年
1
2月
9
日
、
国
連
総
会

で
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
わ
が
国

で
も
、1
2月
9
日
を
「
障
害
者
の
日
」と

定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
障
害
者

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

高
齢
化
や

交
通
事
故
で

障
害
を
持
つ
人
は
増
え
て

い
ま
す
。

現
在
、
区
内
に
は
障
害
を

持
っ
た
方
が
1
万
7

千
人
あ

ま
り
生
活
し
て
い
ま
す

。5

年
前
と
比
べ
て
約
3
千
人
の

増
加
に
な
っ
て
い
ま
す

。そ
の

中
に
は

、
高
齢
化
社
会
の
進

行
に
よ
り
年
を
と
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
障
害
を
も
つ
よ
う
に

な
っ
た
人

、
脳
血
管
障
害
後

遺
症
や
交
通
事
故
で
障
害
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
た
人
も
増

え
て
い
ま
す
。

「
障
害
者
問
題

」
は
私
た

ち
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の

輪
を
広
げ
て

障
害
を
も
っ
た
人
は
地
域

社
会
の
中
で
生
活
し
て
い
く

上
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
ぶ

つ
か
り
ま
す
。
障
害
を
も
つ

人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

す
に
は
、
そ
の
地
域
の
人
た

ち
の
支
え
が
必
要
で
す
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
助
け
合
い
の
心
で

す
。
お
互
い
に
出
会
い
、
そ

し
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
必
要

で
す
。

ま
ち
で
困
っ
て
い
る
人
を

見
か
け
た
と
き
、
あ
る
い
は

誰
か
に
手
を
貸
し
て
ほ
し
い

と
き
、
互
い
に
ま
ず
声
を
か

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

区
で
は
、
毎
年
心
身
障
害

者
体
育
祭
(
1
0月
)
や
、
心

身
障
害
者
作
品
展
(
2
月
)

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と
も
に
生
き
る

社
会
目
指
し
て

障
害
の
種
類
や
程
度
、
生

活
環
境
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
わ
た
る
施
策
を
き
め
細
か

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
区
で
は
、
福
祉
総
合
計

画
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
施
策
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す

。

と
く
に

、
地
域
に
根
差
し

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
れ

か
ら
の
障
害
者
施
策
の
中
心

的
課
題
で
す
。こ
の
た
め

、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
の
皆

さ
ん
の
支
え
が
き
わ
め
て
重

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す

。

障
害
者
問
題
を
解
決
し
て

い
く
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す

。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

、

と
も
に
住
み
よ
い
社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

入
障
害
福
祉
課
V

ご
存
知
で
す
か

足
立
作
業
訓
練
所

足
立
区
に
は
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
(
都
内
唯
匸

精

神
障
害
者
の
た
め
の
公
立
作

業
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

足
立
作
業
訓
練
所
で
す
。
今

年
で
設
立
1
0年
。

現
在
、
日
曜
・
祝
日
を
除

く
毎
日
、1
8人
が
足
立
保
健

所
分
室
の
訓
練
所
で
訓
練
に

励
ん
で
い
ま
す
。
作
業
は
、

洗
濯
バ
サ
ミ
作
り
や
プ
ラ
モ

デ
ル
の
部
品
袋
づ
め
な
ど
軽

作
業
が
中
心
。
ま
た
、
宿
泊

訓
練
、
料
理
づ
く
り
、(
イ

キ
ン
グ
等
を
通
し
て
、
社
会

経
験
。社
会
参
加
の
拡
大
に

努
め
て
い
ま
す
。
専
門
職
員

の
援
助
の
も
と
、
各
自
の
ペ

ー
ス
で
社
会
復
帰
を
進
め
て

い
ま
す
。

区
内
の
保
健
所
・
保
健
相

談
所
の
保
健
婦
と
連
携
し
て

訓
練
効
果
の
増
大
も
図
っ
て

い
ま
す
。

足
立
作
業
訓
練
所
で
は
、

広
く
区
民
の
皆
さ
ん
と
交
流

し
、
精
神
障
害
者
の
社
会
参

加
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
作
業
訓
練

所

豐
8
8
3
7
1
7
7

ハンディキ ャップを乗り越え
がんばっています。足立ソフ
トウェアシステムのみなさん

◆ あだち広報は、毎月5 日、15日、25日に発行します
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福

祉

福
祉
事
務
所
の
相
談

□
高
齢
者
(

お
お
む
ね
6
5
蔵
以

占

の
万
に

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

、
冢

窟
奉
仕
員
等
の
派
遣

、
日

常
生

活
用
具
の
給
付
な
ど
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
が
あ
る
方
に
　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

、

補
装
具
や
更
生
医
療
の
給
付

、

施
設
へ
の
入
所

、
交
通
機
関
の

割
引

、
家
庭
奉
仕
貝
等
の
派
遣

な
ど
の
相
駁

に
応
じ
て
い
ま

す

。ま
た

、
『
ろ
う
あ
』
の
方
に

は
毎
月

第
4
木
曜
日
(

祝
日
の

場
合
は
翌
日
)
、午
後
1

時
～
4

聘
に
手
話
通
訳
者
が
相
鮫
に

応

じ
て
い
ま
す

。

□
精
神
爾
弱
者
(
児
)
の
方
に
　

愛
の
手
帳

、
援
霞
施
設
へ
の

入
所
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す

。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の

方
に

家
庭
相
談
貝

が
家
庭
で
の
い

ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て

相
岐

に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日
時

毎
週
月
・
水
・
金

曜
日

。
午
後
1
時
I
5

時

□
児
童
相
談

児
寛
福
祉
司
が
子
供
の
養
育

や
障
害
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

。

相
駁
日
時

毎
週
月
・
木
曜
日

(
中
部
福
祉
事
務
所
は
木
曜

日
の
み
)
、午
前
9
時
I

正
午

□
母
子
歌
庭
の
方
に

母
子

相
談
員
が
、2
0
歳
未
満

の
児
意
の
い
る
母
子
康
庭
の

経

済
上
の
問
題

、
児
童
の
就
学
等

の
相
談
に
5

じ
て
い
ま
す

。

□
母
子
福
祉
資
金
の
賢
付

経
済
的
自
立
の
た
め
に

、
事

業
開
始

、
継
続
賢
金

、
庄
宅
資

金

、
耽
職
・
就
学
支
度
金
な
ど

の

申
躋
を

受
け
付
け
て
い

ま

す

。

□
母
子
寮
へ
の
入
所

児
童
の
保
護
お
よ
び
母
子
の

自
立

、
更
生
を
図
る
た
め

、
母

子
寮
入
所
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す

。

□
ひ
と
り
親
歌
庭
休
贅
ホ
ー
ム

指
定
の
国
民
宿
舎
等
を
年
2

泊
ま
で

無
科
ま
た
は
低
額
な
料

金
で
利
用
で
き
ま
す

。

□
女
性
の
方
に

夫
の
酒
乱

、
暴
力
行
為
な
ど

か
ら
逃
れ
て
一
時
的
に
保
霞

を

求
め
る
女
性
や

、
問
題
を
抱
え

て
困
っ
て
い
る
女
性
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す

。

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方
に

出
産
賢
用
を
支
払
う
こ
と
が

困
曜
な
家
庭
の
た
め
に

「
入
院

助
産
制
慶
」
が
あ
り
ま
す

。

次
の

要
件
を
睥
た
す
方
は
多

前
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り

、

こ
の
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す

。

▽
妊
娠
7
ヵ
月
以
上
で
出
産
前

の
区
民

▽
前
年
度
分
特
別
区
民
税
非
課

税
ま
た
は
前
年
分
所
母
税
額

か
1
万
6

千
枷
円
以
下
の
世

帯
□
生
活
に
お
困
り
の
方
に

恥
気
な
ど
の
理
由
で
勵
け
な

く
な
り

、
収
入
が
咸
う
て
生
活

賢
や
医
療
費
な
ど
に
お
困
り
の

方
に
は

、
生
活
保
護
制
度
が
あ

り
ま
す

。い
ず
れ
も

相
破
・
問
い
合
わ
せ
は

、管
轄

の
福
祉
事
筋
所
(

衷
1
)

へ

。

※
相
談
日
時
は

、
指
定
の
あ
る

も
の
を
除
き
。
鰛
日
午
前
9

時

～
午
後
5

時
で
す

。(
土
曜
日

は
正
午
ま
で

、
第
2

・
4
土
曜

日
は
休
み
で
す
)

平
成
3
年
度
/
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
通
所
者
募
集

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は

、
平
成
3
年
度
の
新
現
通
所

者
を
募
集
し
ま
す
(

衷
2
の
と

お
り
)
。

平
成
3
年
度
保
育
園
入
園
児
を
募
集

各
福
祉
事
務
所
で
は

、
平
成
3

年
4

月
に

、
保
育
園
に
入
園

を
希
望
す
る
児
童
の
受
け
付
け

を
し
て
い
ま
す

。

対
象

保
霞
者
が
働
い
て
い
た

り

、
病
気
な
ど
で
児
童
の
保

育
が
困
難
な
方

申
請
に
必
要
な
も
の

平
成
2
　

年
度
分
特
別
区
民
税
額
が
わ

か
る
も
の
(

納
税
通
知
書

、

特
別
徴
収
税
碩
通
如
一

ま
た

は
課
税
証
5
書
)
、
印
か
ん

※
磴
定
申
き
を
し
て
い
る

方

は

、
平
嵎
元
年
分
の
確
足
申
告

の

控
え
が
必
要
で
す

。

申
込
後
に
提
出
す
る
も
の

平

成
2

年
分
の
所
賜
税
額
が
わ

か
る
も
の
(

源
泉
徴
収
果
ま

た
は
礎
定
申
告
の
控
え
)

を

平
成
3

年
1
月
以
降
に
提
出

申
込
期
限
1
2

月
1
5日

裏
申
込
S
は

、
各
福
祉
事
穆
所

に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

あ
な
た
の

住
所
地
を
管
轄
す
る

福
祉
事

務
所
(

表
1
)

□
延
長
保
育
の
実
笏

保
護
者
が
勤
務
時
間
(

通
勤

時
関
も
含
む
)
な
ど
の

都
合
に

よ
り

、
常
時
午
後
6

時
～
7

時

の
間

。
保
育
す
る
人
が
い
な
い
I

歳
6
ヵ
月
以
上
の
児
童
の
延

長
保
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。

実
施
保
育
圃

▽
千
住
あ
ず
ま

保
育
園

▽
大
谷
田

第
一
保

育
園

▽
す
わ
ぎ
保
育
園
　

▽
竹
の
獵
保
育
園

く
わ
し
く
は

、
申
し
込
み
の

斃

、
係
貝
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い

。

表1 福祉事務所一覧

表2 平成3 年度障害福祉総合センター通所者募集内容

年

金

年
金
受
給
者
が
住
所
を
変
更
し
た

と
き
手
続
き
が
必
要
で
す

国
民

年
金
を
受
け
て
い
る
方

が
住
所
を
変
更
し
た
場
合
は

、

年
金
に
つ
い
て
の
住
所
変
更
の

手
続
き
も
必
要
と
な
り
ま
す

。

▽
老
齢
・
通
算
老
齢
・
老
齢
基

哽
・
皿
害
・
皿
害
基
礎
・
遺

族
基
礎
・
母
子
・
寡
婦
・
遇

児
年
金
を
受
け
て

い
る
方

は

、
区
の
国
民
年
金
驟
や
区

民
S

務
所
に
備

え
て
あ

る

「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」

に

、
記
入

、
押
印
し

、
切
手

を
は
っ
て
ポ
ス
ト
に
投
か
ん

し
て

く
だ
さ
い

▽
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は

、
年
金
証
一

・
印
か

ん
を
持
っ
て

、
区
の
国
民
年

金
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い

こ
の
手

続
き

を
行
わ
な

い

と

、
年
金
関
係
の
S
類
は

、
す

べ
て
旧
庄
所
に
送
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す

。
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
謀
給
付
佩

誣
5
1
6
5

生
活
環
境

近
隣
生
活
騒
音
等
の
公
害
防
止

最
近
は

、
近

隣
の
生
活
騒
音

等
の
苦
嘴
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す

。

近
隣
生
活
騒
音
は

、
一
股
に

昔
及
し
て
い
る
ガ
ス
機
器
や
電

気
機
器

、
音
一

機
器
な
ど
か
ら

発
生
し

。
多
く
の
人
が
被
害
者

に

、
と

き
に
は
加
害
者
に
な
る

と
い
う
特
徴
も
あ
り
ま
す

。
ま

た

、
そ
の
対
策
に
は
こ
れ
と
い

う
決
め
手
か
あ
り
ま
せ
ん

。
身

の
ま
わ
り
で
生
じ
る
騒
音
を
防

ぐ
た
め
に
は

。
次
の
よ
う
な
日

鴛
生
活
上
の
配
慮
が
必
要
と
な

り
ま
す

。

□
家
庭
設
備
(
空
調
機
・
ボ
イ

ラ
ー
・
湯
沸
器
・
換
気
扇
な
ど
)
　

▽
騒
音
・
振
動
が
発
生
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
設
囀
は

、
設
置

場
所
に
注
意
す
る

▽
夜
間
の

騒
音
を
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意

し

、
便
用
胯
間
に
気
を
つ
け
る

▽
家
庭
設
爾
を
爾
入
す
る
際

は

、
低
騒
音
・
低
振
動
の
機
種

を
遵
ぷ

□
家
庭
用
機
器
(

掃
除
機
・
洗

濯
樶
・
吃
燥
機
・
一

勣
工
具
な

ど
)▽

掃
除

機
や

洗
濯
機
な

ど

は

、
購
入
の
際
に
低
騒
音
の
機

唇
を
選

び
、
般
置
場
所
に
産
意

す
る

▽
早
朝
・
深
夜
の
使
用

は
避
け
る

□
音
響
機
器

▽
テ
レ
ビ

ーラ
ジ
オ

ー
ス
テ

レ
オ
・
楽
器
等
を
使
用
す
る
婦

合
は
、
音
が
外
に
濔
れ
な
い
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
時
間
帯

・
場
所
に
配

慮
し
、
隣
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る

▽

深
夜
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
下
げ
る

か

、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
使
用
す
る

□
ピ
ア
ノ
・
そ
の
他
の

楽
器
　

▽
ピ
ア
ノ
は
般
置
場
所
に
配

慮
す
る

▽
必
要
に
応
じ
遮
音

・
殀
音
・
二
重
窓
等
の
防
音
措

趾
を
と
る

▽
演
奏
中
は
窓
や

罪
を
閉
め
る
な
ど

、
音
も
れ
防

止
に
配
慮
す
る

▽
職

業
と
し

て

ピ
ア

ノ
を
便
用

す
る
婦
合

は

、
部
屋
の
構
造
な
ど
に
も
配

慮
す
る

▽
演
奏
す
る
と
き
は

弱
音
薮
置
を
つ
け
る

□

ペ
ッ
ト
(
主
に
犬

、
猫
)
　

▽
鴣
き
声
で
瞬
人
に

迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に

、
飼
い
方
を

工
夫
す
る

▽
し
つ
け
の
徹
底

な
ど

、
飼
い
方
に
は
十
分
注
意

す
る

□
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ

▽
異
状
な
音
を
出
さ
な
い

▽
早
朝
・
深
夜
の
エ
ン

ジ
ン
作

助
は
、
周
り
の
人
の
迷
思
に
な

ら
な
い
よ
う
に
心
掛
け
る

▽

冬
期
の
暖
気
運
転
に
は
注
意
す

る

▽
不
必
妥
な
空
ぶ
か
し
は

や
め
る

▽
ガ
レ
ー
ジ
の
シ
ャ

ッ

タ
ー
は
静
か
に
作
励
す
る
S

そ
の
他

▽
行
事
・
興
会
・
パ
ー
テ
ィ

等
を
行
う
場
合
は

、
亊
前
に
岡

辺
の
方
に
説
明
し
了
解
を
寿
る

▽
拡
声
機
を
便
う
チ
リ
紙
交

換
な
ど
は
集
団
回
収
に
男
め

、

物
充
り
な
ど
は
婦
所
と

蒔
間
を

決
め
て
お
く

▽
夜
問
・
早
朝

の

階
段
通
行
は
静
か
に
行
う
　
I

な
ど
、
地
域
社
会
の
中

で

快
適
環
境
を
保
つ
た
め
に

、

そ

れ
ぞ
れ
の
立
婦
か
ら
男
力
を

積
み
璽
ね
る
こ
と
か

大
切
で

す

。

問

合
せ
先

本
斤
由
(
千
庄
)
　

・
環
境
課

自
動
車
の
使
用
は
控
え
め
に

私
た
ち
が
吸
っ
て
い
る
空
気

は

、ま
だ
ま
だ
、き
れ
い
で
あ
る

と
は
い
え
ま
せ
ん

。
特
に
大
気

の
よ
ど
む
冬
に
は

、
空
気
の
汚

れ
る
日
が
多
く
な
り
ま
す

。

東
京
都
で
は

、n
月
か
ら
1

月
ま
で
の
期
間
を
電
点
的
に

、

大
気
汚
奥
の
主
な
原
因
で

あ

る

、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
を
減

ら
す
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

。

こ
の
期
間
を
通
し
て

、
毎
週

水
曜
日
に
は

、
特
別
区
お
よ
び

周
辺
5

市
内
に
お
い
て

、
事
業

用
自
動
車
お
よ
び
マ
イ
カ
ー
の

便
用
を
控
え
、
竜
車
や
バ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

区
で

も
、
こ
の
期
間
中
。
庁

有
単
の

使
用
を
加
%

以
上

控

え
、
排
気
ガ
ス
の
低

減
を
図
り

ま

す
。

皆
さ
ん
の

ご
理
解
と

ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

太
庁
舎
(
千
住
)

・
大
気
調
査
係

縦
覧
し
て
ま
す
　都
市
計
画
の
変
更

区
で
は
、
次
の
都
市

計
画
の

変
更
を
し
ま
し
た
。

東
京
都
市
計
画
公
園
の
変
更

(
1
)
中
央
公
園

区
域

中
央
本
町
一
丁
目
地
内

(
2
)
六
木
中
央
公
園

区
域

六
木
三
丁
目
池
内

(
3
)
東
中
央
公
園

区
域

中
央
太
町
四
丁
目
地
内

(
4
)
中
央
本
町
四
丁
目
公
園

区
域

中
央
本
町
四
丁
目
地
内

(
5
)
中
央
本
町
三
丁
目
公
園

区
域

中
央
本
町
三
丁
目
地
内

(
6
)
粟
島
公
園

区
域

中
央
本
町
五
丁
目
地
内

告
示
日
H

月
2
2日

縦
覧
鳩
所
・
問
合
せ
先

本
庁

空
千
住
)・
都
市
計
画
係

犬
の
散
歩
に
は

犬
を
散
歩
に
連
れ
て
い

く
と

き
は
、
引
き
絅
を
短

く
持
ち
、
ふ
ん
の
始
末
も

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。A

衛
生
郎
纂
票
課
V

六木水の森公園

道
路
・
住
ま
い

地
域
特
別
賃
貸
住
宅

新
築
地
元
割
当
分
の
入
居
者
募
集

区
で
は
、
8
*

特
別
賃
貸
僅

宅
爵
築
地
元
創
当
分
の
入
居
者

を
募
興
し
ま
す
。

対

象

申
込
日
現
在
。
区
内
に

居
住
し
て
い
る
方

※
収
入
制
限
等
が
あ
り
ま
す
の

で
「
申
し
込
み
の
し
お
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
住
宅

江
北
二
丁
目

2
番
(
区
分
I

・
2
戸
、
区

分
H

・
I
戸
)

弯
井
四
丁

目
2
1
番
(
区
分
I
・
3

戸
、

区
分
H

・
I
戸
)

入
谷
町

6
0番
地
(
区

分
I
・
4
戸
、

区
分
H

・
2
戸
)

用
紙
交
付
・
受
付
期
間
1
2

月

1
4日
～
2
0日

※
1
2
月
5
日
～
1
2
日
の
東
京
都

公
募
に
応
募
し
た
方
も
、
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

用
紙
交
付
場
所

郡
市
計
画
課

曹
理
係
、ま
ち
づ
く
り
公
社
、

各
区
民
事
務
所
、
北
千
住
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

聞
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
庄
)
　

・
都
市
計
画
課
管
理
係

教

育

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
等
の
入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
の
私
立
高
校
や
、

高
等
専
門
学
校
等
の
入
学
金
に

お
困
り
の
力
に
、
殿
資
の
あ
う

せ
ん
を
し
ま
す
。

申
込
資
格

▽
私
立
の
高
校
・

高
等
専
門
学
校
、
ま
た
は
文

部
大
臣
が
指
定
し
た
専
修

学

校
の
高
等
課
程
逓
学
予
定
者

と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
　

▽
区
内
に
引
き
続
き
1

年
以

上
居
住
し
、
住
民
税
を
滞
納

し
て

い
な
い

▽
平
既
元
年

中
の
収
入

が
限

度
額
以

下

(
給
与
所
吩
者
・・・
支
弘
い
給

与
の
総
額
か
劭
万
円
以
下
、

事
業
所
得
者
・・・
総
所
母
金
額

等
か
錮
万
円
以
下
)

融
資
額
1
0

万
円
以
上
5
0万
円

以
下
(
1

万
円
単
位
)

利
串

年
3
9

返
済

殿
賢
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3
年
以
内
(

元
金
均

等
月
賦
償
還
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
証

を
受
け
て
い
た

だ
き
ま

す

(
保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
用
紙

▽
区
内
中
学
校
在

学
者
は
各
中
学
校

▽
そ
の

他
の
方
は
担
当
課
窓
口

申
込
期
限
2

月
S
日

申
込
・
問

合
せ

先

太
庁

曾

(
千
住
)
・
学
務
第
二
課
振

興
係

健

康

換
気
Q
&
A
こ
ん
な
時
ど
う
す
る

0
ガ
ス
爾
沸
器
と
石
油

フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
を

使
っ
て
い
ま
す

。
問
題
に
な
る

こ
と
か
あ
り
ま
す
か

。

A
お
尋

ね
の

タ
イ

プ

は

、
室
内
の
空
気
を

汚
し

、
不
完
全
燃
焼
に
よ
る

、

一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す

。

|Q|
ど
の
ぐ
ら
い
の
時
間

で

、
空
気
が
汚
れ
る

の
で
す
か

。

A
空
気
の
汚
染
の
実
験

を
行
っ
た
と
こ
ろ

、

縮
め
切
っ
た
室
内
で
は

、3
0
分

を
廻
ぎ
る
と

、
注
意
す
る
必
要

か
あ
り
ま
す

。

m
事
故
を
防
止
す
る
に

は

、
ど
の
よ
Iつ
に
し

た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か

。

A
1
蒔
間
に
1
～
2

回

、1
分
間
以
上

、

空
気
の
入
れ
替
え
を
し
ま
し
ょ

う

。
ま
た

、
換
気
扇
を
ま
わ
す

時
は

、
空
気
の
流
れ
を
良
く
す

る
た
め
に

。
新
鮮
な
空
気
の

取

り
入
れ
口
(
た
と
え
ば
窓
を
閧

け
る
)

も
必
要
で
す

。

c
器
呉
が
古
く
な
っ
た

の
で
買
い
替
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
も

の
が
良
い
で
し
ょ
う
か

。

A
買
い

齡
え

る
場

合

は

、
室
内
の
空
気
を

汚
さ
な
い
F
F

式
(
吸
排
気
式
)

な

ど
の
器
具
を
選

び
ま
し

ょ

う

。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
(

　

8
5
5
4
1
5
1
)
、千
住
保
健
所

(
　
膕
4
2
7
7
)

ア
レ
ル
ギ
ー
を
ふ
き
と
ば
せ

風
邪
を
ひ
き
や
す
い
、
の
ど

か
ゼ
ロ
ゼ
ロ
す
る
、
肌
が
カ
サ

カ
サ
す
る
な
ど
の
定
状
で
お
子

さ
ん
が
困
う
て
い
ま
せ
ん
か
。

日
常
生
活
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の

予
防
に
つ
い
て
学
び
ま
す

。

日
時
1
2

月
1
2
日
(
水
)
、
午
前

1
0時
～
1
1時
3
0分

定
員
2
0
人

申
込
方
法

電
話
予
約

塲
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

東

和
保
健
相
談
所

6
0
6
4
1
7
1

安
静
は
必
要
か

慢
性
肝
炎
講
演
会

ウ
ィ
ル
ス
住
の
慢
性
肝
炎
に

対
す
る
誤
解
や
偏
見
を
除
き

、

治
療
と
日
常
生
活
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
す

。

日
時
1
2

月
2
0
日
(
木
)
、
午
後

3
時
I
5

時

対
象

慢
畦
肝
炎
の
方
お
よ

び

そ
の

家
族

講
師

飯
野
四
郎
氏
(
東
京
大

学
医
学
部
第
一
内
科
講
師
)

健
康
教
室

ぼ
け
な
い
た
め
の

健
康
づ
く
り

日
時
・
内
容
(
3

日
制
)

▽
1

日
目
・
:
1
2月
1
9
日
(
水
)
　

安
心
し
て
老
い
を
迎
え
る
た

め
に

講
師
―
小
林
一
成
氏
(

中
部

精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
医
師
)
　

▽
2

日
目
・・
i
月
1
6
日
(
水
)
　

若
さ
の
栄
養
学

講
師
―
曹
木
み
ど
り
氏
(

文

化
短
期
大
学
講
師
)

▽
3

日
日
・・
i
月
2
3
日
(
水
)
　

口
の
健
康
と
か
む
こ
と
の
楽

し
さ

講
師
=
仲
谷
寛
氏
(

日
本
歯

科
大
学
歯
周
岡
科
医
師
)

※
い
ず
れ
も

、
午
後
1

時
3
0分

I
4

時
3
0分

。

対
象

区
内
在
住
の
方

定
員
3
0

人
(

先
譽
順
)

-
い
ず
れ
も

費
用

燕
料

申
込
方
法

電
話
予
約

鳩
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
健
所

　
8
5
5
4
1
5
1

みんなの健康
足 立 保 箇 所 　855- 4151
千 佳 俣I 健 所 　- - 427X
江 北 厚 皿 佃 談 所amJ

東 和 保 健 相 談 所 　瞋- 4171中 央
本 町 癲 飃 岡 談 所 　mJ 51

本庁 吝(千住)・皿健予防 係 　w- 1? ? 1 ㈹

衛
生

試
験

所

メモ

油
の
上

手
な

使

い

方

「
揚
げ
油
を
ど
の
程
度
便
う

て
い
る
か
」
、足
立
区
鉤
費
老
戻

に
来
場
し
た
1
5
2人
の
方
に
聞

き

ま
し
た

。
そ
の

結
果

、7

割
の

方
が
I
回
か
ら
数
回
で
捨
て
て

い
る
こ
と
か
わ
か
り
ま
し
た

。

古
く
な
っ
た
揚
げ
油
は
身
体

に
よ
く
な
い
の
で
は
と

、
油
の

劣
化
を
心
配
し
て
い
る
方
が
多

い
よ
う
で
し
た

。

□
上
手
に
便
え
ば

、
も
っ
と
使

え
る消

費
者
展
で

検
査
し
た
と
こ

ろ

、2
1
件
の
中
で
思
く
な
っ
て

い
た
油
は
I

吽
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た

。
家
庭
で

数
回
便
用
す

る
程
度
で
思
く
な
る
こ
と
は

な

い
よ
う
で
す

。

ま
た

、
揚
げ
種
に
よ
る
変
色

や
に
お
い
は
油
の
劣
化
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん

。
そ
し
て

、
揚

げ
油
を
上
手
に
使
う
コ
ツ
は

、

①
さ
し

油
を
す
る
②
揚
げ
る
温

度
は
適
温
吊

～
囘
度
)
で

高
く

し
す
ぎ
な
い

、
こ
と
で
す

。

□
便
つ
て
い
な
い
油
で
も

、
封

を
切
っ
た
ら
要
注
意

押
し
入
れ
の

奥
で
6
8
8

年

も
眠
っ
て
い
た
缶
入
り
サ
ラ

ダ

油
を
4

件
検
査
し
ま
し
た
か

。

全
部
大
丈
夫
で
し
た

。し
か
し

、

口
を
開
け
て
1
1
3

年
経
っ
た

油
1
7
件
の
う
ち
9
件
に
は

、
身

体
に
悪
い
物
賢
(

過
酸
化
物
)

が
堆
え
て
い
ま

し
た

。
特
に

、

オ
リ
ー
ブ
油
は

使
用
回
数
か
少

な
い
せ
い
か

、6

件
中
5
件
が

思
く
な
っ
て
い

ま
し
た

。

過

酸

化

初

は

、
油
が
長
い

間
日
光
や
空
鼠

に
さ
ら
さ
れ
る

と
で

き
る

た

め

、
錫
げ
初
に

使
わ
な
く
て
も
発
生
し
ま
す

。

賢
い

使
い
方
の
コ
ツ
は

、

(
1
)
使
用
量
が
少
な
い
家
庭
で
は

小
さ
い
容
器
の
も
の
を
買
う
(
2
)

光
の
当
た
ら
な
い
涼
し
い
場
所

に
保
存
す
る
(
3
)
口
を
閲
け
た
ら

半
年
く
ら
い

を
目
安
に
便

う

(
開
封
日
を
容
器
に
書
い
て
お

く
)
、

な
ど
で
す

。

揚げ油はどの程度使つていま すか

酒

害

相
談

お
酒

を
や
め
ら
れ
ず
悩
ん
で

い
る
本
人

、
ま
た
は
家
族
の
方

を
対
象
に

、専
門
医

、保
健
婦
が

酒
害
相
鮫
を
行
っ
て
い
ま
す

。

日
時
・
場
所

▽
千
住
保
健
所

・・・
第
1
・
3

木
曜
日

▽
足

立
保
健
所
・・・
第
2
・
4

木
灌

※
い
ず
れ
も

、
午
後
1

時
3
0分
I
3

時
3
0分

。
亊
前
に
連
絡
の

う
え

、
ご
番
加
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所

・
保
健
相
鮫
所

区役所は第2 ・第4 土曜日はお休
み( 今月は8 日と22 日) です。

ただし、文化・スポーツ施設等は
開いています。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
3
)

差
別
の
一
つ
に
就
職
差
別

が
あ
り
ま
す
。

就
職
の
自
由
は

、
人
間
の

生
存
権
に
も
か
か
わ
る
重
要

な
問
題
で

、
憲
法
で
も
保
障

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す

。

し
か
し

、
た
く
さ
ん
の
企

葉
が
集
ま
っ
て
い
る
東
京
で

従
業
員
を
採
用
す
る
際

、
万

募
者
の
基
本
的
人
権
に
関
す

る
問
題
が
起
き
た
こ
と
が
あ

り
ま
す

。

同
和
地
区
の
出
身
者
か
就

職
と
い
う
段
階
で

、
筆
記
試

験
に
は
合
格
し
た
か

、
応
募

書
類
や
身
元
調
査
等
に
よ
り

不
採
用
に
な
っ
た
ヶ
I
ス
が

あ
り
ま
し
た

。

現
在
は
入
社
試
岐
に
応
募

す
る
際

。
新
規
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
は
全
国
高
等
学
校

統
一
用
紙
を

、
新
規
中
学
佼

卒
業
予
足
者
は
職
業
相
破
果
(

乙
)

を

、
そ
の
他
の
人
の

場
合
は
J
I
S

規
格
の
履
歴
S

を
便
用
し
、
本
循
旭
は
都

道
府
帚
の
み
を
配
入
す
る
形

式
を
と
る
な
ど
就
職
差
別
の

解
消
が
図
ら
れ
て
い
ま
す

。

探
用
や
選
考
を
行
う
際
に

も

、
受
験
者
自
身
の
能
力
、

適
性
が
評
価
さ
れ

、
正
し
く

採
用
選
考
が
行
わ
れ
る
よ
う

蝕
く
指
導
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
は

、
本
庁
合
(

千
庄
)・
同
和
対
策
担
当
へ

。

ゴ
ミ
減
量
、リ
サ
イ
ク
ル
へ
動
き
出
す

ゴ
ミ
問
題
対
策
委
員
会
が
初
会
合

o
A
化
に
よ
る
紙
ゴ
ミ
の

増
大
や
大
一

生
産
・
大
量
消

費
に
よ
る
ゴ
ミ
の
急
増
は

、

清
掃
工
婦
お
よ
び
ゴ
ミ
処
分

憊
の
処
理
髄
力
を
超
え
る
勢

い
で
す

。
ゴ
ミ
の
減
量
化
や

リ
サ
イ
ク
ル
か
大
き
な
裂
題

と
な
っ
て
い
る
中

、
区
で
は

ヨ

ミ
問
題
対
策
委
員
会
」

を
般
置

、1
1月
6

日
に
初
会

合
を
閧
き

、
具
体
的
な
第
一

歩
を
路
み
出
し
ま
し
た

。

メ
ン
バ
ー
は

、
公
募
に
よ

る
一
般
区
民
を
含
め

、区

議
、

学
識
経
験
者

、
区
内
関
係
団

体
代
表

、
区
職
員
な
ど
計
『
に

人

。
全
区
現
梗
の
リ
サ
イ
ク

ル

推
進
組
嗽
で

、
足
立
区

方

式
の
ゴ
ミ
減
量
お
よ
び
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
の
展
閧
を
図
り

ま
す

。

こ
の
委
員
会
は
、代
m

議
。小
委
貝
会
、部
会
で
構

成
。実
務
者
レ
ベ
ル
の
小
委

員
会
は
、
「住
民
小
委
員
会
」

と
「企
藁
小
委
員
会
」の
2

つ
に
分
け
、(
1
)
自
ら
が
奥
施

す
る
も
の
(
2
)
他
団
体
へ
協
力

を
依
頼
す
る
も
の
(
3
)
他
の
団

体
等
に
検
討
し
て
も
ら
う
も

の

、
な
ど
を
検
討
し
ま
す

。

ま
た
部
会
は
、(
1
)
広
報
・
唇

発
(
2
)
ゴ
ミ
の
滅
量
(
3
)
再
利
用

・
再
活
用
の
促
進
の
3

部
会

に
分
け

、
細
部
に
わ
た
る
検

肘
を
加
え
て
い

き
ま
す

。

委
貝
会
は
報
告
事
項
を
施

策
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
、(
1
)

す
ぐ
に
実
行
で
き
る
提
案
(
2
)

今
年
度
末
の
甲
関
報
告
に
盛

り
込
む
も
の
(
3
)
長
期
的
視
点

で
施
策
化
す
る
も
の
(
4

年

度
予
算
に
反
映
)
の
3

段
階

に
分
け
て
報
告
を
ま
と
め
る

予
定
で
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

8
8
0
5
1
9
9

新しい戸籍は正しい字で

平 成3 年1 月1 日 か ら

パ
ス

ポ
ー
ト
を
取
刄
す
る

と
か

、
相
続
登
記
を
す
る
場

合
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
戸
循

は

、
日
本
人
に
つ
い
て
の
身

分
関
係
を
登
録
・
公

証
す
る

公
文
書
と
し
て
重
要
な
も
の

な
の
で

、
正
し
い
文
字
で
配

載
す
る
必
嬰
が
あ
り

ま
す

。

し
か
し

、戸
籍
の
中
に
は

、

氏
名
か

誤
字
あ
る
い
は
俗
字

で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り

、
社
会
生
活
上

、
不
便

を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
も

あ
る
よ

う
で
す

。

そ
こ
で

、
平
改
3

年
1
月
1

日
以
後
は

、
従
来
の
戸
籍

に
誤
字
・
俗
字
で
記

載
さ
れ

て
い
る
氏
名
を
新
し
い
戸
籍

に
記
載
す
る
場
合
に
は

、
正

し
い
字
を
用
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す

。

□
新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い

宇
で
記
載
し
ま
す

次
の
よ
う
な
場
合
に
は

、

新
し
い

戸
籍
に
正
し
い
爭
で

記
載
し

ま
す

。

▽
婚
姻

、
転
籍
な
ど
に
よ
う

て
新
し
い
戸
籍
を
爬
る
場

合
▽
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
て

他
の
戸

籍
へ
入
籍
す
る
場

合
▽
戸
霜
を
再
製
す
る
場
合
な

ど誤
字
・

俗
字
を
正
し
い
字

で
紀
載
す
る
場
合
に
は

、
届

出
の
時
あ
る
い
は
戸
循
に
記

載
し
た
後
に
そ
の

旨
を
お
知

ら
せ
し
ま

す
。
ま
た

、
俗
字

の
う
ち
『
高
』
と
か

「
崎
」

な
ど
一
定
の
範
囲
の

字
に
つ

い
て
は

。
徒
来
の
ま
ま
記
皿

し
ま
す

。

□
申
し
出
に
よ
っ
て
正
し
い

字
に
訂
正
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す現

在
の

戸
籍
に
つ
い
て

は

、
そ
の

ま
ま
で
は
正
し
い

平
に
直
り
ま
せ
ん
が

、
申
し

出
に
よ
っ
て

、
い
つ
で
も
戸

籍
に
紀
敏
さ
れ
て
い

る
誤
字

・
俗
字
を
正
し
い
宇
に
町
正

す
る
こ

と
か
で
き
ま
す
。

□
申
し
出
に
よ
っ
て

難
し
い

宇
体
を
や
さ
し
い
字
体
に
瞳

す
こ
と
が
で
き
ま
す

戸
籍
に
配
皿
さ
れ
て
い
る

氏
名
が

、
例
え
ぱ

「
邊
」
と

旧
字
体
で
記
載
さ
れ
て
い
る

た
め
不
便
を
感
じ
て
い
る
方

は

、
申
し
出
に
よ
り

、
そ
の

字
体
に
対
応
す
る

新
字
体
(

通
用
字
体
)
で
あ
る
「
辺
」

に
直
す
(
更
正
す
る
)
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
戸
哂
諏
　
貘
5
0
5
1

ひ

ろ

ば
※
先
一

票
で

、1

団

体
1

事

業

、3

ヵ
月

閊

再
掲

皿
不
可

。

投
稿
先
・・・
広
報

課

=
募
集
=

シ
ワ
ク
ワ
ク

親
子
の
ス
キ

ー
教
窒
1
2

月
2
7～
器
日

、

奥
日
光
琳
元
ス
キ

ー
鳩
/
小

学
4
-
6

年
生
(
高
校
生
以

上
の
父
兄
が
同
伴
の
協
合
に

限
り

、1
1
3

年
生
も
可
)
/
2

万
5

千
円
(
父
兄
3
万

円
)
/

全
貝
貸
し
ス
キ
ー
を

便
用
/
電
話
予
約
/

足
立
ジ

ユ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ

・
荒
川

登
翻
8
0
0
0

☆
第
4

回
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

ク
フ
ェ
ス
テ
4

バ
ル
1
2

月
2
4

日

、
午
後
1

蒔
I
4

時
匐

分
/

足
立
区
文
化
会
館
/
小

学
生
無
料
、中
・
高
生
瓸
円

、

大
人
漣
円
/

関
原
・
栗
原
小

等
バ
ト
ン
部
の
集
い
/

野
口

　
瑚
8
5
5
2

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
へ

年
末
届
を
お
忘
れ
な
く

医
師
な
ど
の
免
肝
を
持
つ

医
療
従
事
者
は

、
法
律
に
基

づ
く
年
末
届
(
1
2
月
3
1日
現

在
)
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
職
種
と
条
件

(
A
)
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
　

剤
師
・・
・
現
在
業
務
に
就
い

て
い
な
い
方
も
全
貝
が
対

象(
B
)
保
健
婦
・
助
産
婦
・
I
護

婦
(
士
)
・
准
看
霞
婦
(
士
)

・
曲
科
衛
生
士
・
歯
科
技

工
士
・・
・
区
内
で
業
務
に
従

事
し
て
い
る
方

届
出
期
限
1

月
1
5
日

臑
出
用
紙
1
2

月
中
旬
ま
で

に
屓
業
先
に
配
付
の
予
定

で
す
が

、0
の
職
種
で
麗

業
さ
れ
て
い
な
い
方
は

、

住
所
地
の
保
健
所
で
用
紙

を
お
渡
し
し
ま
す

。

届
出
・
問
合
せ
先

足
立
保

健
所
(

　
8
5
5
4
1
5
1
)
、

千
住
保
健
所
(

　
刪
4
2
　
7
7
)

医
務
担
当

。
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エル・ソフィア

楽
し
く

学
ぶ

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

1
1・
1
2
月
は
生

涯
学
習
奨励
月
間

人
生
8
0年
時
代
。
多
く
の
方

々
が
生
涯
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
、
学
ん
で
い
ま
す
。

区
で
は
、
生
涯
学
習
を
進
め

る
た
め
、
各
種
講
座
の
実
施
。

情
報
提
『

施
設
の
建
設
な
ど

の
条
件
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

1
2月
1
9日
の
「
生
涯
学
習
フ

エ
ス
テ
ィ
バ
ル

」
は

、
区
民
の

皆
さ
ん
が
生
涯
学
習
に
つ
い
て

理
解
を
深
め

、
学
習
を
始
め
る

機
会
と
し
て
行
う
も
の
で
す

。

当
日
は
、
初
心
者
向
け
の
一

日
体
験
教
室

、
講
演
会
(

作
家

・
童
門
冬
二
氏
「
歴
史
に
み
る

生
涯
学
習

」)、作
品
展
示
な
ど
、

見
て

、
触
れ
て

、
楽
し
く

、
た

め
に
な
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
1
2
月
1
9
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
5
時

会
場

エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
(
梅

島
駅
下
車
徒
歩
3
分
)

主
な
内
容

左
表
の
と
お
り

主
催

区
、
区
教
育
委
員
会
、

紺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
公
社

後
援

生
涯
学
習
推
進
協
議

朔

嬲
体
育
協
会
、
文
化
団

体
連
合
会

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
　

・
生
涯
教
育
推
進
課
(
酋
8
8
2
　
1
1
1
1

㈹
)
、梅
田
セ
ン
タ

ー
(
昔
8
8
0
5
3
2
2
)

4 階

年金説明会午前10時～11時

邦楽演奏午後1時～1時30分

記念式典午後1時30分～2時

講演会午後2時～3時30分

作家・童門冬二氏「歴史に みる生涯李習」

◆ 茶道教窒

3 階

◆ 陶芸教室
◆ 囲碁大会
◆ 華道教室

◆ワープロ教室(よみうり文化センター)
展示コーナー

〔 女性問
題パネル膜 、住区セン

タ ー作s 靂、心身障害者作品展、
あいあい公社、社会福祉協議会、
田際観魯協会、足立高等殿集枝

〕

術専門校

2 階

◆ 高齢者向けの料理講習会
◆ 手すきはがきと ペン立てづくり 教室

廃油がらの石艱づくり 教室
消費者相談・教育相談
区内小・中学校生徒作品展

子どもコーナー
パソコンコーナーcNFn)

1 階

お茶会
防災コーナー

( 起覆車「震太く ん」も登場! )
健康相談・年金相談・生涯学習相談
あいネット21
放送大学コーナー
バレーポール大会
◆ 印の体験租室は申込み制で覃。
を配によりお申込みください。

各
種
教
室
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
行
わ
れ
る
次
の
教
室
に
参
加

希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
の
教
室
も
、
区
内
在

住
、
在
動
・
在
学
の
方
が
対
象

で
す
。(
費
用
は
無
料
)
。

高
齢
者
の
た
め
の

料
理
教
室

時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
1
時

内
容

健
康
と
長
寿
の
た
め
の

料
理
実
習

定
員
4
0人
(
抽
選
)

陶
芸
体
験
教
室

(
初
心
者
向
き
)

時
間
▽
第
1
回
・
:
午
前
1
0
時
　
～

正
午

▽
第
2
回・
:午
後

2
時
～
4
時

内
容

「
湯
の
み
」
の
製
作

定
員

各
回
1
5人
(
抽
選
)

囲

碁
大

会

時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
　

習
ク
ラ
ス
A
〒
～
3
級
程
　

度
)
、B
(
4
～
9
級
程
度
)

※
有
段
者
は
除
き
ま
す
。

定
員

各
ク
ラ
ス
2
5
人
(
抽
選
)

華
道
体
験
教
室

(
初
心
者
向
き
)

時
間
▽
第
1
回
・
・
・
午
前
H
時
　
～

正
午
▽
第
2
回
・
;
午
後
　

3
時
4
5分
～
4

時
4
5分

内
容

生
け
花
の
基
本
を
学
ぶ

定
員

▽
第
1
回
・
:
1
5人

▽

第
2
回
・・・
1
0人

茶
道
体
験
教
室

(
初
心
者
向
き
)

時
間
▽
第
1
回
・
・
・
午
前
1
0
時
　

3
0
分
～
H
時
3
0
分
▽
第
2
　

回
・
・
・
午
前
1
1
(
時
4
0
分
1
1
2
時
　

4
0
分
▽
第
3
回
…
午
後
2
　

時
1
0
分
～
3
時
1
0
分

内
容

茶
道
の
基
礎
的
な
マ
ナ

ー
を
学
ぶ

定
員

各
回
2
0人
(

抽
選
)

ワ
ー
プ
ロ
教
室

(
入
門
編
)

時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

内
容

ワ
ー
プ
ロ
の
便
利
さ

、

楽
し
さ
を
や
さ
し
く
学
ぶ

定
員
1
5

人
(
抽
選
)

舍
き

」こ
ま
で
の
教
室
は
賣
膏

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
教

冤
名
(

囲
碁
は
ク
ラ
ス
も
)
、

時
間
帯
の
別
、
住
所
、
氏
名

、

年
齢

、
電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
限
1
2

月
1
2
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

梅
田
セ
ン

タ
ー
(

〒
1
2
3梅
田
7
1
3
3
　
-

―

登
8
8
0
5
3
2
2
)

リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る

テ
ス
ト
教
室

時
間

午
前
1
0
時
～
正
午

内
容

牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用
し

て
手
す
き
(

ガ
キ
と
ペ
ン
立

て
の
製
作

定
員
2
0

人
(
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
教

室
名

、
住
所

、
氏
名

、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
限
1
2

月
1
2
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ

ン
タ
ー
(
〒
旧
梅
田
7
-
3
3
　
1
1

昔
8
8
0
5
3
8
5
)

情 報 コ ー ナ ー

青 年セ
ン タ ー /

シネ
サロン

ミ クロ キ
ッ ズ

発明狂の父親の機械でミクロ化し
た子供たちが、庭に放り出されたか
らさあ大変・子傴たちの一大サバイ
バルを描く、ファンタスティックコ
メディです。
日時12月19日( 水) 、午後7時～
定員100 人
費用 無料
※ 整理券は12月5 日から窓口で配布
し ます。
場所・問合せ先 青年センター

0890 ―0061

冬の花を
ご覧になりませんか
区内の花き農家が促成栽培し

た。晩秋から初冬に咲くフリージ
ア。ユリ、葉ボタンなどの花を展
示します。ぜひ、ご覧ください。
日時[ >12月19日…午後1時～5　
時020・21日…午前9時～午　
後5 時

場所 中央本町庁舎1 階ロビ ー
※ 12月19日、午後1 時から先着100
大の方に切花を配布し ます。
問合せ先 中央本町庁舎・農産係

c880 ―5119

成人の日の集い

新たに成人の門出を迎える皆さ
んを祝う 「成人の日の集い」を開
催し ます。ぜひ、ご出席ください。
日時 平成3 年1 月15日( 祝)、午
後1 時受付、午後2 時開式

会場 都立東京武道館( 綾瀬駅下
車徒歩5 分)

夕寸象阡召禾口45年4月2日～46年4　
月1 日生まれの方

※ 対象の方には、ハガ キでご案内
します。
問合せ先 本庁舎( 千住) ・青少
年課調整係 登882 ―1111( R)

青少年健全育成絵画コンクール
「わたしたちのまち」 入賞者決定
「わたしたちのまち」をテーマに

募集した青少年健全育成絵画コンク
ール。今年は3, 134点もの応募があ
り、次のとおり入賞者が決定しまし
た( 敬称略) 。
● 小学生低学年の部
最優秀賞 伊藤美穂子( 梅島小3 年)
優秀賞 秋生千 尋( 千寿第 二小3　
年) 、下川幸恵( 千寿第二小3 年) 、
日野玄太( 千寿第七小3 年) 、三浦
肇( 伊興小2 年)、中澤大地( 梅島

小3 年)
・ 小学生高学年の部
最優秀賞 井上正臣( 梅島小6 年)
優秀賞 下村武 彦( 千寿第 二小6　
年) 、松橋貴之( 梅島小5 年) 、岡
田絵梨佳( 栗原小4 年)、加藤尚典
(西新井第二小6 年) 、井田真由美
(六冫収小4 年)

● 中学生の部
最優秀賞 片岡しのぶ( 第十三中1　
年)
優秀賞 太田康隆( 第十一中1 年)、

鈴木伸彦( 第十三中3 年) 、山口寛( 第
十三中3 年) 、渡邊恭子( 第十三中
3 年) 鴻江由紀( 西新井中1 年) 、
田中千恵子( 西新井中1 年) 、春日
修治( 花畑北中1 年)
そのほか佳作43点、努力賞82点が
選ばれました。
最優秀賞、優秀賞の作品は、平成3
年版 「すこやかカレンダ ー」に掲
載し ます。区内小・中学校の各学級、
区の公共施設等に掲示します。子供
たちの力作、ぜひご覧ください。

《 青少年課》

小学生低学年最優秀賞
伊藤美穂子さんの作品

女のフリースペース

お墓を考える
ゲスト: 井上 治代さん

子供の減少傾向 が続き、多くの人
が長男、長女という時代が棄ていま
す。非婚( 結婚をしない) 、ディンク
ス( 共働きで子供をつくらない) と
いう考えを持つ人も多くなり、結婚
や家庭に対する考え方も多様化して
きました。「氏の選択」「墓守り」な
どをどう考えたらよいか、「現代お墓
事情」の著者で、「21世紀の緑づくり
と墓を考える会」の井上治代さんの
お話を伺います。

男性の方もぜひどうぞ。
日時12月13日( 木) 、午後6時30分　～

8F吟3{ }父y
費用 無料
申込方法 直接窓口か電話、または
往復ハガキ( 住所、氏名、年齢、
職業を明記)

場所・申込・問合せ先 女性総合セ
ンタ ー( 〒123梅田7 ―33―1
エル・ソフィア内0880 ―5222)

12月1 日～28日 歳末たすけあい運動
だれもが 楽゙しいお正月、、を迎え

られるよう 、歳末たすけあい運動を
行っています。
皆さんのあたたかいご 協力をお願

いします。
主催 東京都共同募金会
募金の窓口・問合せ先 足立区社会
福祉協議会0888 ―1550

法 律 相 談 電話予約制 申込・問合せ先 　882- 1111㈹
【】区役所本庁舎1 階区民 相談室
相談日は、毎週月・木矚日、午後　1時～4時

【】中央本町庁舎2 階相破室
相談日は、由月第2・4水● 日、午後　
1畤～4畤

A. Se. 255, 000


